
尾張旭市議会議長殿

一般質問(代表・匝囚) 通告書

尾張旭市議会会議規則第50条第1項の規定により 12月定例会において

別紙のとおり質問したいので通知します。

なお、質問事項の件数及び質問方法は、下記のとおりです。
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別紙                    氏 名  山下 幹雄  

質 問 事 項 

 

№  １   

尾張あさひ苑の指定管理者更新に向けての準備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

保養センター尾張あさひ苑は、令和３年４月より尾張旭市施設管理協会が４

期目の指定管理を実施しているが、３か年にまたぐコロナ禍の影響や社会経済

情勢の変革、保養施設による健康福祉の考え方等も含め、議会においても厳し

い運営状況が報告されている。また施設の開設は昭和55年４月ということで、

一部改修等は施されてきたが、構造物自体は築約45年となる。第４期指定管理

期間は令和13年３月末となるが、次期更新までの時間としては、年度的に考え

れば後６年となる。施設構造物に対する考え方並びに運営状況も踏まえ大きな

決断に向けた準備が必要ではないかと考え、計画事務の進捗及び考え方を尋ね

る。 

 

（１）尾張あさひ苑の今期運営状況について 

   運営に関する改善案や各種企画の進捗状況と上半期収支状況及び今期

決算予測について見込みを伺う。 

 

（２）指定管理者選定における事務はいつから始まるのか 

 

（３）施設延命及び更新構想について 

   築45年の施設として延命の可能性は考えられるが、そのための修繕、改

装保守等の経費見込み積算や、更新とした場合の解体を含めた総工費は現

状のサービス保持を考えた場合で、およそどの程度の予算になるか。 

 

（４）施設売却及び民間貸付等の検討について 

   近年では事業継承の手段として小規模であっても事業譲渡といったＭ

＆Ａが民間では頻繁に行われている。長年継承された施設ではあるが、目

的である市民福祉の観点も含め費用対効果について検証すべきではない

か。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  山下 幹雄  

質 問 事 項 

 

№  ２   

進化する広報おわりあさひのデジタルブック追加推進につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

自治体ＤＸとして令和２年、政府において「デジタル社会の実現に向けた

改革の基本方針」が閣議決定され、目指すべきデジタル社会のビジョンとし

て「デジタルの活用により、一人ひとりのニーズに合ったサービスを選ぶこ

とができ、多様な幸せが実現できる社会～誰一人取り残さない、人に優しい

デジタル化～」が示された。そして、令和６年、「デジタル社会の実現に向

けた重点計画」が閣議決定され、このビジョンが目指すべきデジタル社会の

ビジョンとして改めて位置づけている。このビジョンの実現のためには、住

民に身近な行政を担う自治体、とりわけ市区町村の役割は極めて重要と表現

している。自治体においては、まずは、自らが担う行政サービスについて、

デジタル技術やデータを活用して、住民の利便性を向上させるとともに、 デ

ジタル技術やＡＩ等の活用により業務効率化を図り、人的資源を行政サービ

スの更なる向上につなげていくことが求められるとともに、ＤＸを推進する

に当たっては、住民等とその意義を共有しながら進めていくことも重要と示

している。そこで、自治体のデジタル化の推進役が担えるような挑戦的デジ

タル活用を検討いただきたく尋ねる。 

 

（１）本年５月から刷新された本市広報誌について 

ア ここまでの市民評価と課題について 

イ 目標とした刷新に込められた意義と効果について 

 

（２）デジタル化による広報の推進について 

ア ＳＮＳ活用の状況と評価及び成果について 

イ デジタルブックの追加と移行への考え方について 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  山下 幹雄  

質 問 事 項 

 

№  ３   

三郷駅前地区市街地再開発事業の見直しについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 名鉄瀬戸線「三郷」駅前で計画されている「三郷駅前地区市街地再開発事

業」について、2028年度の事業完了予定が遅れる見込みであることが各方面

で報じられている。議会でも各種議論がされてきたが、市費投入予算の課題

には昨今の建築資材の高騰や人手不足があり、地方自治体の大型公共事業

は、全国各地で入札不調や予算不足等で計画見直し、一時中止を余儀なくさ

れている事案も多発している。本事業は地元組合が結成され概要公表はされ

ているが、予算的にはいまだ流動的で不透明といえる。現在、担当部局では

予算の見直しを検討中との事だが、今後の展開について尋ねる。 

 

（１）事業規模、資金調達について 

計画規模見直しがないまま事業を推進するとしたら、資金調達の方法と

してどのような選択肢があるか。 

 

（２）事業期間見直しのメリットとデメリットについて 

事業計画のスキームを段階的として、過度な資金不足を生じさせない予

算主体の事業として検討できないか。 

 

 

  

 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


